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神神奈奈川川のの研研究究者者紹紹介介  

氏  名 狩野 晶子（かの あきこ） 

 

現  職  上智大学短期大学部 英語科 教授 

主な経歴 

上智大学大学院外国語研究科応用言語学専攻博士前期課

程修了。東京外国語大学大学院総合国際学研究科助教を

経て 2009 年より上智短期大学英語科助教、2020 年より現

職。 

専攻分野・

研究テーマ 

応用言語学、第二言語習得研究、外国語教育 

児童期の英語教育、小学校英語教育 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員

の経験等） 

[小学校検定教科書]BLUE SKY elementary 5・6. 新興出版社啓林館 2020年.  

[中学校検定教科書]BLUE SKY English Course 1・2・3. 新興出版社啓林館 2021 年. 

[共著書]『小学校外国語活動・外国語とっておきの言語活動レシピ』  

加藤拓由, 狩野晶子, 東仁美, 明治図書出版,2021 年. 

[論文(共著)]“Clarifying Classroom Responsibilities in Elementary English 

Education” Akiko Kano, Atsuko Nakazawa, Timothy Gould. JALT Postconference 
Publication - Issue 2022.1; August 2023 2022(1),127-127. 

[論文(共著)] “Elementary Senka/specialized English teachers (SETs): 

Finding a place among the HRTs and ALTs”Akiko Kano & Takaaki Hiratsuka 

Team Teachers in Japan, 2023. Routledge,186-195 

[論文]『これからの小学校英語のために―小学校英語の指導に求められる「力」

を考える―』神奈川県教育文化研究所『所報』2019 年 

神奈川県と

の関わり 

神奈川国際文化アカデミア 外部評価委員（2015-2020）。 

神奈川各市での小学校の研究授業講師などを務めている。 

メッセージ 

上智大学短期大学部では地域とのつながりを「サービスラーニング活動」とい

う形で長年にわたって紡いできました。本学の学生たちは授業で学んだ専門性

を活かして地域の小学校などで教育支援活動に携わり、その体験をまた学びに

還元するカリキュラムの中で深く実践的に学びながら成長していきます。私は、

児童英語教育の専門家の立場で地域の小学校で学生たちが行う英語授業を監修

してきました。2023 年度からは秦野市内の全小学６年生が本学キャンパスを訪

れて様々な英語のアクティビティに取り組み、言語活動を通して英語を学ぶプ

ログラムを実施しています。短大生が英語を使う姿が、小学生にとっては身近

なロールモデルとなり、子どもたちの学習への意欲や将来の自分の進路にも思

いを馳せることにつながっているのを実感します。 

連 絡 先 

上智大学短期大学部 英語科 

〒257-0005 神奈川県秦野市上大槻山王台 999 

電話：0463-83-9331（代表） E-mail:akikano@sophia.ac.jp 
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神神奈奈川川のの研研究究者者紹紹介介  

氏  名 加藤 美樹雄（かとう みきお）  

現  職  湘北短期大学 総合ビジネス・情報学科 教授 

主な経歴 

 神奈川県立高校教諭、関東学園大学を経て、現職 

横浜国立大学大学院国際社会科学研究科単位取得 

 東京地方税理士会所属税理士  

専攻分野・

研究テーマ 

 簿記学、会計学、ファイナンシャル・プランニング 

会計教育、収益認識基準について研究 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員

の経験等） 

 著書 

『基礎簿記テキスト』中央経済社、2020 年 

『ゼロからスタート簿記入門』税務経理協会、2018 年 

論文 

「投資教育の一環としての会計教育」湘北短期大学『湘北紀要』第 40 号 2019

年５月 

「新収益認識基準における経営者の会計的判断－建設業の会計的判断に焦点を

当てた考察」日本経営管理学会『経営管理研究』第８号 2018 年７月 

「収益認識時における仕訳と勘定科目の考察－本人か代理人かの判断を中心と

して」日本簿記学会『簿記研究』第１巻 2018 年４月 

「初級段階の簿記・会計教育のアプローチ－財務諸表の作成者と利用者の視点

からの検討」日本簿記学会年報第 29 号 2014年７月 

「現代会計の基礎概念と IFRS の会計教育」横浜国立大学『横浜国際社会科学研

究』第 17 巻 2013 年１月 

神奈川県と

の関わり 

神奈川県立高校の教諭として、25 年勤務 

神奈川県立厚木商業高等学校 学校運営協議会委員(現在) 

メッセージ 

私は、神奈川県で生まれ育ち、大学卒業後は神奈川県立高校の教員として働き

始めました。仕事のスキルも専門知識も、25 年間の神奈川県職員の間に培いま

した。縁があって、現在は湘北短期大学の教員として勤務しておりますが、 

かつて勤務した高校からの入学者も多く、親近感をもって学生に接しながら、

教鞭をとっております。 

近年のわが国では、社会保障や金融投資などの面で、自己責任となる比重が高

まってきています。そのような中、学生をはじめ、地域の方々に少しでも金融

や会計に関することでお役に立つことができればと考えています。自分が生ま

れ育ち、社会人としての基礎を培った神奈川県に在住されている皆さまに、少

しでも貢献していきたいと考えています。 

連 絡 先 

湘北短期大学 

〒243-8501 神奈川県厚木市温水 428  

電話：046-247-3131（代表） E-mail：mi-kato@shohoku.ac.jp 
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神神奈奈川川のの研研究究者者紹紹介介  

氏  名 小笠原 大輔（おがさわら だいすけ） 

 

現  職  湘北短期大学 保育学科 准教授 

主な経歴 

横浜国立大学大学院教育学研究科修了。県内高校創作舞

踊部コーチを長年務める。東京純心女子大学（現・東京

純心大学）に着任。2014 年より現職。 

専攻分野・

研究テーマ 

専門は舞踊教育学。笑いとダンスに関する研究、新しい

「側転」に関する研究、全国各地で「笑いとダンス」の

ワークショップを行っている。 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員

の経験等） 

【論文・執筆等】 

・『ダンス領域の指導実践上の課題解決のための方策』（2017）文部科学省委託

研究 2016年度武道等指導充実・資質向上支援事業（テーマ４：指導成果の検

証）研究代表者：高橋和子 

・乳幼児による無作為的ユーモア行動（2020）『笑い学研究』27，日本笑い学会 

・『リラックス学級レク 75』（2022）共著／明治図書出版 

・『０～６歳児 「創造性を豊かにする」保育』（2023）共著／東洋館出版社 

【ダンス・舞台関係】 

・コント＆ダンス公演（2008～現在）脚本・構成・演出・美術・映像・振付 

・第 71 回新潟県高等学校総合体育大会ダンスコンクール審査員（2018） 

神奈川県と

の関わり 

神奈川県女子体育連盟主催かながわ保健体育・スポーツ学習会実技講習会ほか、

厚木市、秦野市、横浜市など自治体主催の「笑いとダンスのワークショップ」

講師。 

メッセージ 

神奈川県にお住まいの皆様、こんにちは。私は身体表現を専門としております

が、コントの脚本・演出も手掛け、「おもしろくおどる」ダンスの指導・実践・

研究を日々行っております。（所属が保育学科ということもありますが）子ど

もの動きは本当に面白く、大人の動きと違って見ていて飽きることがありませ

ん。そんな私が、神奈川県の魅力を一つ挙げるなら、それは「自然が豊かなと

ころ」です。悲しいことに我々、現代に生きる大人は既に「非自然化された“か

らだ”」になりつつあります。そんな大人たちにとって「THE 自然」である子

どもは、ありがたい・あやかりたい存在であり、大人が子どもから受ける恩恵

は計り知れません。「自然・子ども・笑い」をテーマに神奈川県と連携を図り、

子どもも大人も笑って健やかに暮らせるような取り組みに貢献したいと思って

おります。よろしくお願いいたします。 

連 絡 先 

湘北短期大学 

〒243-8501神奈川県厚木市温水 428 

電話：046-247-3131（代表） FAX：046-247-3667（代表） 
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